
 

 

 

 

 

 

 

感  謝 

校長 玉置 恭美 

まだまだ朝夕寒い日が続きますが、校庭の梅の木が、満開です。

通学路では、早くもホトケノザ、オオイヌフグリなど、春を告げる野

の花が見られるようになりました。カレンダーは 3 月へ。令和４年

度もあと 1 か月となりました。 

今年度も、地域、保護者そして学校が協働して子どもたちを育

むことには変わりありませんが、「交流」という点では、今年度もと

ても制限されてきました。少しずつ、地域行事が以前の賑わいを

取り戻し、学校内外での児童の活動に対して、多くの地域・保護者

の皆様にご協力をいただきながら、今年度の鉄小学校の学校生

活、学習活動を継続することができました。心から感謝いたします。 

6年生は、3月 17日の卒業式まで、登校するのはあと、14日ほどになりました。2月 24日

に行われました卒業を祝う会では、自分たちで企画、運営し、臨機応変に対応する 6年生のたく

ましく成長した姿が見られました。あと約 3 週間の間に、学校のリーダー、最上級生としての 6

年生の姿を、在校生たちがしっかりと目に、心に焼き付けてくれるよう、朝会で話しました。たて

わり活動や、委員会活動での 6年生の姿が、きっと在校生たちのお手本として、一人ひとりの児

童の心の中で継承され、鉄の伝統として受け継がれていくでしょう。 

この1年間の学びを次の学年にいかせるよう、各学年がまとめの活動に取り組んでいます。小

学校の 1 年間は、子どもを大きく成長させます。この 1 年間で、できるようになったことに自信

を持ち、次の目標に向け、それぞれがスタートをきってほし

いです。そしてもうすぐ中学生となる 6 年生は、小学校 6

年間の感謝の気持ちをぜひ、言葉にして伝えてほしいです。   

地域、保護者の皆様、進級・卒業を迎える子どもたちを、こ

れからも見守ってくださいますよう、お願いいたします。 
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鉄小だより  

2 月 23 日 組み立てヒコーキ大会 


